
資料編 4 その他 

～津波被災地の河川・海岸復旧工事 における環境配慮について～ 資料編 4-1 

 

宮城県河川海岸環境配慮指針のこれまでの経緯 

 

 

宮城県河川海岸環境配慮指針 

  

平成 29 年  7 月 宮城県土木部河川課ホームページにて公表 

平成 29 年 10 月 国土交通省 東北地方整備局 

「多自然川づくり技術発表会」にて優秀賞 

平成 29 年 12 月 宮城県土木部 

平成 29 年度 宮城県土木部長賞 

平成 30 年  1 月 宮城県土木部 

「平成 29 年度 土木部技術研究発表会」にて特別賞（宮建会長賞） 

平成 30 年  3 月 宮城県河川海岸環境配慮指針を一部改訂 

平成 31 年  3 月 宮城県河川海岸環境配慮指針を一部改訂 

令和 2 年   3 月 宮城県河川海岸環境配慮指針を一部改訂 

 

関連 

 

平成 29 年 11 月 国土交通省 東北地方整備局 

「平成 29 年度 河川・ダム管理技術検討会」にて最優秀賞 

平成 30 年  2 月 国土交通省 水管理・国土保全局 

「第 9 回 全国河川・ダム管理技術検討会」にて優秀賞 
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宮城県河川海岸環境配慮指針 令和元年度改訂箇所一覧 

No ページ 修正箇所 修正内容 

1.  P26 （３）様々な職員等が担当 ・職員数等を年次更新 

 

2.  P32 （３）実施状況 ・令和元年度の実施状況を追記 

 

3.  P40 （３）調査時期等 

（４）調査実施状況 

・令和元年度の調査実施状況を追記 

4.  P41～42 （５）調査結果概要 ・令和元年度の調査結果概要に更新 

5.  P49 ２ 具体的な環境配慮対策事例 ・令和元年度に新たに実施した保全対策と

して、ハマゴウ（七北田川）、アサザ（大

沢川・皿貝川）、タコノアシ・カラフト

ニンジン（高井浜大向海岸）を追加 

6.  P69～74 保全対象種の移植（植物） ・令和元年度のモニタリング結果に更新 

7.  P75 保全対象種の移植（植物） 

【ハマゴウの移植】 

・ハマゴウ（七北田川）の移植実施状況を

追記 

8.  P76 保全対象種の移植（植物） 

【アサザの移植】 

・アサザ（大沢・皿貝川）の移植実施状況

を追記 

9.  P77 保全対象種の移植（植物） 

【タコノアシ、カラフトニンジン

の移植、種子の採取・保存】 

・タコノアシ・カラフトニンジン（高井浜

大向海岸）の移植実施状況を追記 

10.  P78～79 保全対象種の移植（動物 魚類）

：カンキョウカジカ 

・令和元年度のモニタリング結果に更新 

・青野沢川への分散移植実施状況の追記 

11.  P80 保全対象種の移植（動物 魚類）

：ミナミメダカ 

・令和元年度のモニタリング結果に更新 

12.  P81 スナガニ（中島海岸） ・令和元年度のモニタリング結果に更新 

 

13.  P84 保全対象種の移植（動物 昆虫・

植物）：ヒメシロチョウ 

・令和元年度のモニタリング結果に更新 

14.  P85 工事用道路・仮設ヤード等の最小

化、位置の検討（州崎海岸） 

・令和元年度のモニタリング結果に更新 

15.  P102 （４）モニタリング調査の委託 ・令和元年度の委託先を追記 

 

16.  資料編 

1-26～30 

環境アドバイザー会議実施概要

情報発信資料（宮城県 HP） 

・令和元年度の実施状況を追加 

17.  資料編 

2-6 

④報道状況 ・新聞記事の追加 

 

 

 

 

 

平成 29 年 7 月 公表  

平成 30 年 3 月、平成 31 年 3 月、令和 2 年 3 月 一部改訂 
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あ と が き 

東日本大震災では、本県だけでも一万人を超える尊い生命と貴重な財産を失った。県では、県

民の方々が二度と同じ思いを繰り返さないよう安全・安心を第一に考え、沿岸部の河川堤防と防

潮堤の高さや構造を決定したが、計画当初から一部の地域では、住民の方々や環境保護団体の理

解が得られなかったことから、マスコミ等でも大きく取り上げられることとなった。そのため、

県では、環境アドバイザー制度を活用した環境に配慮した計画への見直しや新たな知見が得られ

た地区での防潮堤の高さの見直しなど、地域の声に耳を傾けながら柔軟に対応したことにより、

現在は、ほとんどの地区で合意形成がなされ、本格的な工事に着手しているところである。 

 その一方で、工事が進捗するに従い、当初、想定していなかった新たな環境や景観に関する課

題が顕在化した地区も出てきたため、その都度、環境アドバイザーを始め有識者の方々からの助

言や指導をいただきながら慎重に工事を進めているところである。 

 本稿でも述べたとおり本県沿岸部では、震災後には確認できなかった貴重種の発見や植生の回

復など、徐々にではあるが確実に自然環境の復元が図られている。自然には、本来、このように

緩衝能力あるため、一定のダメージを受けても環境復元は可能であるが、防潮堤等の工事によっ

て不可逆的なダメージを与えることは避けなければならない。県では、引き続き、一日も早く、

震災前の自然豊かな沿岸部の環境や景観の復元・創造とともに、地域の方々が安全で安心した暮

らしを取り戻せるよう、全国の皆様方からの支援に感謝しながら、全力で河川堤防や防潮堤工事

の進捗を図っていくこととしている。 

                              宮城県土木部河川課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年度 
平成２８年度

平成２６年度 
平成２９年度 

平成２４、２５年度 
平成 30 年度～ 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県土木部河川課 

編集・発行 宮城県仙台市青葉区本町3丁目8番1号 

ＴＥＬ：022-211-3174 

E-mail:kasen-ka@pref.miyagi.lg.jp 

 

 

松並木の保全ともに地域資産（稲井石）を活用し復旧した東名運河（東松島市）

 


